
「
菅
原
道
真
仮
託
家
集
」
E
系
統
本
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
構
成
と
配
列
に
関
す
る
問
題

山
　
口
　
正
　
代

は
じ
め
に

　
「
菅
原
道
真
仮
託
家
集
」
E
系
統
本
は
、
簡
単
に
言
う
と
、
巻

軸
歌
が
違
う
た
め
二
種
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
歌
数
は
㎜
首

か
ら
7
1
首
ま
で
あ
り
、
そ
の
差
、
最
大
で
4
3
首
で
あ
る
。
し
か
し
、

　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
エ

実
際
に
E
系
統
本
の
内
容
を
検
討
し
て
み
る
と
、
巻
軸
歌
、
歌
数

の
違
い
だ
け
で
は
な
い
、
複
雑
な
編
集
の
実
態
が
見
え
て
く
る

の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
E
系
統
本
の
構
成
と
配
列
に
関
す
る
問

題
を
取
り
上
げ
、
道
真
仮
託
家
集
形
成
過
程
の
一
端
を
解
明
し

て
み
た
い
。

E
系
統
本
と
は

　
E
系
統
本
と
は
ど
の
よ
う
な
本
を
指
す
の
か
、
整
理
し
て
お

こ
う
。
巻
頭
歌
は
「
梅
花
へ
に
の
色
に
そ
似
た
り
け
る
あ
ね
か
か

ほ
に
も
つ
く
へ
か
り
け
り
」
（
「
あ
ね
か
」
が
「
あ
こ
か
」
に
な
っ

て
い
る
等
、
そ
の
他
に
も
異
同
が
あ
る
）
、
こ
の
歌
で
E
系
統
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

は
始
ま
る
の
だ
が
、
巻
軸
歌
が
違
う
た
め
、
武
井
和
人
氏
に
よ
っ

て
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
巻
軸
a
、

　
　
目
と
な
り
て
国
土
を
照
す
我
な
れ
は
ね
か
は
ん
人
の
袖
に

　
　
や
と
ら
ん

を
持
つ
本
（
以
下
「
E
l
a
」
と
略
す
）
と
、
巻
軸
b
、

　
　
き
く
や
い
か
に
う
は
の
空
な
る
風
だ
に
も
松
に
音
す
る
な

　
　
ら
ひ
有
と
は

　
　
　
　
此
寄
は
北
野
の
御
り
し
や
う
な
る
ゆ
へ
に
御
詠
に
く

　
　
　
　
は
へ
ぬ

を
持
つ
本
（
以
下
「
E
l
b
」
と
略
す
）
で
あ
る
。

　
で
は
道
真
仮
託
家
集
E
系
統
本
を
、
武
井
氏
の
紹
介
順
を
基

準
に
し
た
上
で
歌
数
の
多
い
順
に
並
べ
て
み
よ
う
。
現
在
報
告

さ
れ
て
い
る
E
系
統
本
は
E
－
a
が
七
本
、
E
l
b
が
二
本
、
全

部
で
九
本
で
あ
る
。
図
書
番
号
、
奥
書
等
の
あ
る
も
の
は
記
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

○
付
き
の
番
号
は
武
井
氏
著
書
に
お
い
て
の
番
号
で
あ
る
。

E
I
a

　
〈
1
〉
陽
明
文
庫
蔵
「
菅
家
御
詠
」
（
以
下
「
陽
明
文
庫
本
」

　
　
　
と
略
す
）
〔
二
四
七
・
七
〕
［
資
料
館
］
マ
イ
ク
ロ
〔
五
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
－
四
五
1
ご
紙
焼
〔
C
二
六
四
九
〕
【
3
7
首
】
①
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〈
2
〉
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
菅
家
御
詠
」
（
以
下
「
書
陵
部
本

　
A
」
と
略
す
）
〔
五
〇
一
・
五
〇
〕
［
資
料
館
］
マ
イ
ク
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
〔
二
〇
－
三
二
－
一
九
〕
【
3
7
首
】
④

〈
3
〉
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
菅
家
御
詠
」
（
以
下
「
書
陵
部
本

　
B
」
と
略
す
）
〔
五
〇
一
・
二
五
一
〕
［
資
料
館
］
マ
イ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ロ
〔
二
〇
…
二
四
－
一
七
〕
【
3
7
首
】
⑤

　
此
一
冊
ハ
竹
内
良
恕
二
品
親
王
之
自
筆
以
本
写
之
畢

　
寛
永
十
一
年
卯
月
七
日
　
　
　
　
（
花
押
）

〈
4
〉
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
菅
家
御
詠
」
（
以
下
「
書
陵
部
本

　
C
」
と
略
す
）
二
五
三
・
二
一
四
〕
［
資
料
館
］
マ
イ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ロ
〔
二
〇
1
三
六
－
一
二
〕
【
3
7
首
】
⑥

〈
5
〉
静
嘉
堂
文
庫
蔵
「
菅
家
御
集
」
（
以
下
「
静
嘉
堂
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
本
」
と
略
す
）
〔
五
〇
三
．
一
〇
．
二
〇
二
三
乙
【
3
7
首
】

　
⑦
（
後
略
…
「
十
二
時
御
詠
」
他
あ
り
）

〈
6
〉
学
習
院
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
菅
家
御
集
」
（
以
下

　
　
「
学
習
院
大
本
」
と
略
す
）
〔
三
一
五
・
四
八
七
〕
【
脚
首
】

　
③

　
以
圖
書
寮
本
菅
家
御
集
校
訂
焉
与
本
書
全
同
一
也

　
圖
書
寮
本
以
下
無
之
又
無
奥
書
桂
宮
本
也

　
昭
和
十
七
年
七
月
一
日
於
研
究
室
校
訂
了

　
岸
酒
舎
　
（
中
略
…
他
の
道
真
仮
託
家
集
収
録
歌
あ
り
）

　
　
「
菅
家
御
詠
百
首
和
歌
」
が
合
本
。

　
菅
家
御
集
一
巻
以
山
岸
文
庫
本
書
写
者
也

　
件
本
以
圖
書
寮
本
菅
家
御
集
（
一
五
三
ノ
二
一
四
）
校

　
訂
者
而
、
歌
敷
最
多
突

　
　
　
昭
和
十
七
年
八
月
上
浣
記
之

　
〈
7
〉
河
野
美
術
館
蔵
「
菅
家
御
詠
」
（
以
下
「
河
野
本
」
と

　
　
　
略
す
）
〔
三
四
七
・
八
四
四
〕
［
資
料
館
］
マ
イ
ク
ロ
〔
七

　
　
　
三
－
三
五
八
一
五
〕
紙
焼
〔
C
九
一
六
二
〕
【
6
8
首
】
②

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
明
治
十
四
年
一
月
十
八
日
歌
御
會
始

　
　
　
竹
有
佳
色

　
　
　
御
製

　
　
　
う
ゑ
お
き
し
庭
の
呉
竹
よ
㌧
を
へ
て
か
は
ら
ぬ
色
の
た

　
　
　
の
も
し
き
哉

　
　
　
皇
后
宮
御
歌

　
　
　
一
品
幟

E
I
b

　
〈
1
〉
神
宮
文
庫
蔵
「
聖
廟
御
詠
」
（
以
下
「
神
宮
文
庫
本
」

　
　
　
と
略
す
）
〔
三
二
二
五
三
〕
［
資
料
館
］
マ
イ
ク
ロ
〔
三

　
　
　
四
一
一
三
九
－
九
〕
紙
焼
〔
C
四
六
八
五
〕
三
本
の
「
聖

　
　
　
廟
御
詠
」
が
合
本
、
そ
の
二
本
目
。
【
2
8
首
】
⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
〈
2
〉
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
本
蔵
「
聖
廟
和

　
　
　
歌
」
下
所
収
「
聖
廟
御
詠
」
（
以
下
「
岡
山
大
学
池
田
家

　
　
　
文
庫
本
」
と
略
す
）
〔
九
一
一
・
二
二
／
三
〇
〕
［
資
料
館
］

　
　
　
マ
イ
ク
ロ
〔
二
一
－
一
五
－
二
〕
二
本
の
「
聖
廟
御
詠
」

　
　
　
が
合
本
、
そ
の
一
本
目
。
【
2
8
首
】
⑨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
E
系
統
本
は
九
本
と
も
部
立
は
な
い
。
奥
書
は
書
陵
部
本
B
、

学
習
院
大
本
に
あ
る
。
河
野
本
は
歌
会
始
の
こ
と
を
記
し
て
い

る
。
学
習
院
大
本
の
奥
書
に
つ
い
て
は
そ
の
内
容
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
見
て
い
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く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
で
は
歌
数
に
違
い
の
あ
る
E
－
a
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ

う
。
な
お
和
歌
の
引
用
は
、
E
l
a
は
書
陵
部
本
A
、
E
l
b
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ヨ
ロ

神
宮
文
庫
本
を
用
い
、
こ
の
二
本
を
基
準
に
し
、
必
要
に
応
じ
て
、

各
諸
本
よ
り
引
用
す
る
。
ま
た
集
付
け
、
異
文
注
記
等
、
本
文
以

外
の
こ
と
は
省
略
す
る
。
以
下
こ
の
方
針
に
従
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
E
l
a
は
、
基
本
歌
数
は
7
首
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

習
院
大
本
は
歌
数
7
0
首
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
学
習
院
大
本
の
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

番
号
2
「
人
そ
う
き
な
か
め
し
月
は
め
く
り
き
て
む
か
し
恋
し

　
　
ヨ

き
蓬
生
の
や
と
」
と
、
同
2
2
「
な
き
ぬ
ら
す
袖
に
は
い
か
㌧
宿
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

へ
き
く
も
り
な
ら
は
ぬ
秋
の
よ
の
月
」
と
の
間
に
、
書
陵
部
本
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
歌
番
号
で
い
う
と
、
2
「
面
影
の
せ
め
て
は
月
に
お
も
ふ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

へ
涙
に
か
は
る
ち
き
り
な
り
け
り
」
が
見
え
な
い
た
め
で
あ
る
。

　
河
野
本
に
つ
い
て
は
、
歌
数
6
8
首
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
河
野
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

の
歌
番
号
耽
「
今
こ
ん
と
た
の
め
を
き
て
し
ふ
る
さ
と
に
し
ら

て
や
人
の
わ
れ
を
ま
つ
ら
ん
」
の
歌
と
、
同
7
3
「
き
る
つ
め
に
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ
し
か
た
な
や
有
つ
ら
ん
わ
か
お
も
ふ
こ
と
の
い
ま
た
か
な
は

ぬ
」
の
歌
と
の
間
に
、
他
本
に
は
あ
る
三
首
が
見
え
な
い
た
め
で

あ
る
。
そ
の
三
首
は
、
書
陵
部
本
A
で
い
う
と
、
歌
番
号
7
3
、
7
4
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
1
⊥
　
　
　
　
』
－
⊥

　7
に
該
当
す
る
。

1
3

　
7
日
を
へ
っ
玉
ゆ
け
は
は
る
け
き
道
な
れ
と
末
を
都
と
お
も

　
一

　
　
は
ま
し
か
は

　
　

　
7
み
な
し
子
に
そ
ふ
も
の
と
て
は
君
は
か
り
あ
は
れ
み
た
ま

　
一

　
　
へ
み
す
の
隙
よ
り

　
7
5
し
の
ふ
と
は
誰
か
い
つ
は
り
の
こ
と
の
は
そ
け
に
お
も
ふ

　
一

　
　
に
は
つ
㌧
ま
れ
も
せ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

た
だ
し
河
野
本
の
場
合
は
、
7
「
今
こ
ん
と
」
の
歌
と
7
「
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
つ
め
に
」
の
歌
と
の
問
が
三
首
分
空
け
て
あ
り
、
つ
ま
り
空
欄

に
し
て
あ
る
と
言
っ
た
ほ
う
が
適
切
か
も
し
れ
な
い
。
編
纂
者

も
し
く
は
書
写
者
が
こ
こ
に
三
首
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ

て
は
い
た
も
の
の
、
そ
の
時
は
書
き
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
後

で
記
入
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
　
E
I
b
と
E
I
a
の
前
半
部
分
と
の
関
係

　
で
は
、
E
－
a
（
基
本
歌
数
7
1
首
）
と
E
l
b
（
歌
数
2
8
首
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　

と
の
違
い
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
簡
単
に
言
え
ば
、
こ
こ
ま
で
見
て

き
た
と
お
り
、
巻
軸
歌
と
歌
数
の
違
い
で
あ
る
の
だ
が
、
も
う
少

し
内
容
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
E
I
a
と
E
l
b
と
の
共
通
部

分
は
、
い
わ
ゆ
る
E
－
a
の
前
半
部
分
、
書
陵
部
本
A
の
歌
番
号

　
　
　
　
　
　
ク

で
い
う
と
一
～
0
番
ま
で
と
、
E
－
b
の
全
部
す
な
わ
ち
神
宮

　
　
　
　
　
　
　

文
庫
本
の
歌
番
号
1
～
㎜
番
ま
で
と
言
っ
て
よ
い
。
つ
ま
り
、
E

l
b
神
宮
文
庫
本
の
巻
軸
歌
㎜
「
き
く
や
い
か
に
う
は
の
空
な

る
風
だ
に
も
松
に
音
す
る
な
ら
ひ
有
と
は
」
が
、
E
l
a
書
陵
部

　
　
　
ク

本
A
の
O
番
歌
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
E

　
　
　
　

I
b
と
E
l
a
の
前
半
部
分
と
の
関
係
を
、
歌
数
の
違
い
等
も

含
め
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
E
I
b
（
歌
数
㎜
首
）
に
は
、
E
l
a
の
前
半
部
分
（
歌
数
餅

首
）
に
は
見
え
な
い
歌
が
二
四
首
見
え
る
。
E
I
b
が
、
E
l
a

の
前
半
部
分
よ
り
二
一
首
多
い
の
は
、
こ
の
二
四
首
が
あ
り
、
三
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首
少
な
い
た
め
で
あ
る
。
で
は
E
I
b
に
お
い
て
見
え
な
い
三

首
を
見
て
み
よ
う
。
書
陵
部
本
A
の
歌
番
号
で
い
う
と
9
9
、
5
6
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　O
番
で
あ
る
。

2　
9
9
や
ま
河
の
氷
の
う
へ
に
け
さ
お
ち
て
ぬ
れ
ぬ
こ
の
は
そ
風

　
　
に
な
か
る
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
1
5
心
た
に
ま
こ
と
の
道
に
カ
な
ひ
な
は
い
の
ら
す
と
て
も
神

　
　
は
ま
も
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
　
マ
レ

　
0
6
久
か
た
の
中
よ
り
お
ふ
る
蓮
葉
を
　
　
　
に
こ
り
と
い
ひ

　
2

　
　
や
は
て
な
む

　
E
系
統
本
に
つ
い
て
は
、
第
一
節
で
も
述
べ
た
が
部
立
が
な

い
。
確
か
に
春
部
、
夏
部
等
は
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、

共
通
部
分
で
あ
る
E
－
b
と
E
l
a
の
前
半
部
分
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
春
、
夏
、
秋
、
冬
、
雑
（
雑
の
一
部
に
は
恋
の
歌
に
分
類
し

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い

る
）
の
ま
と
ま
り
で
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
E
－
b
と
E
－
a
の
前
半
部
分
の
歌
の
配
列
に
つ
い
て
は
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
見
え
る
歌
、
見
え
な
い
歌
、
一
部
入
れ
か

わ
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
配
列
は
ほ
ぼ
同
じ

と
考
え
て
よ
い
。
し
か
し
お
そ
ら
く
錯
簡
が
原
因
で
生
じ
た
と

思
わ
れ
る
、
歌
の
配
列
が
大
き
く
入
れ
か
わ
っ
て
い
る
箇
所
が

あ
る
。
表
に
示
し
た
記
号
で
整
理
し
な
が
ら
確
認
し
て
み
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
の
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

（
別
表
1
）
。
E
I
b
7
「
よ
し
や
我
」
の
歌
と
E
I
a
6
「
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
や
我
」
の
歌
、
こ
こ
ま
で
は
歌
の
順
番
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
か
し
、
次
の
歌
が
示
す
よ
う
に
、
E
l
b
の
7
は
「
白
雲
の
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

重
だ
つ
方
を
」
●
の
歌
に
な
り
、
E
i
a
の
6
は
「
か
め
か
渕
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

▼
の
歌
に
な
る
。
×
は
E
I
b
に
は
あ
る
が
、
E
－
a
に
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の

歌
で
あ
る
。
E
－
b
は
7
「
白
雲
の
八
重
た
つ
方
を
」
●
～
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
池
の
心
」
○
と
な
り
、
㎜
「
か
め
か
渕
」
▼
～
鵬
「
お
も
ひ
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
」
▽
と
な
る
。
で
は
E
－
a
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
6
「
か
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
渕
」
▼
～
㎜
「
お
も
ひ
わ
ひ
」
▽
と
な
り
、
捌
「
し
ら
雲
の
や

へ
た
つ
か
た
を
」
●
～
9
7
「
池
心
」
○
と
な
る
。
そ
し
て
、
E
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

b
1
「
吹
風
は
」
◆
の
歌
、
E
I
a
9
「
吹
風
は
」
◆
の
歌
で
配

　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
エ

列
が
一
致
す
る
。
つ
ま
り
両
者
の
こ
の
部
分
の
配
列
を
簡
略
し

て
示
す
と
、
E
－
b
は
●
～
○
↓
▼
～
▽
◆
で
あ
り
、
E
－
a
は

▼
～
▽
↓
●
～
○
◆
と
な
る
。
E
l
b
と
E
l
a
と
で
は
綴
じ

間
違
い
で
入
れ
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
で
は
E
I
b
と
E
－
a
ど
ち
ら
の
配
列
が
正
し
い
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
第
三
節
の
後
半
で
取
り
上
げ
る

こ
と
に
し
よ
う
。

　
次
に
E
I
a
の
後
半
部
分
（
書
陵
部
本
A
の
歌
番
号
で
い
う

　
の
の
　
　
　
　

と
0
～
7
番
）
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
と
い
う
問
題
が
残
る
。
E

　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

I
a
の
後
半
部
分
の
最
初
の
歌
す
な
わ
ち
0
番
歌
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
し
ほ
か
ま
の
煙
に
春
は
さ
そ
は
れ
て
年
の
う
ち
よ
り
か
す

　
　
む
空
か
な

で
あ
り
、
E
－
a
の
最
後
の
歌
す
な
わ
ち
巻
軸
歌
は
先
に
示
し

た
よ
う
に
「
目
と
な
り
て
」
の
歌
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
E
l
a
の

後
半
部
分
の
一
六
四
首
と
い
う
歌
の
数
は
、
一
本
の
家
集
と
見

な
す
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
こ
こ
も
部
立
は
な
い
が
、
ほ
ぼ
春
、

夏
、
秋
、
冬
、
雑
の
順
に
並
ん
で
い
て
、
ま
す
ま
す
家
集
の
存
在

を
思
わ
せ
る
。
し
か
し
今
の
と
こ
ろ
E
l
a
の
後
半
部
分
に
該
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当
す
る
家
集
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
た
だ
し
E

－
a
の
特
色
と
し
て
は
、
二
つ
の
種
類
の
本
が
合
わ
さ
っ
た
よ

う
な
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
言
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
E
I
a
の
後
半
部
分
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

三
　
B
系
統
本
と
の
関
連

　
道
真
仮
託
家
集
の
中
で
最
も
歌
数
が
多
い
の
は
、
五
七
〇
首

の
歌
を
収
録
し
て
い
る
B
系
統
本
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
B

系
統
本
は
、
道
真
に
仮
託
し
た
歌
を
網
羅
し
て
い
る
も
の
に
最

も
近
い
本
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
E
系
統
本
と
の
関

連
、
特
に
今
問
題
に
し
て
い
る
E
－
a
の
前
半
部
分
や
E
l
b

と
の
関
連
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
編
者
は
以
前
、
B
系
統
本
を
甲
、
乙
、
丙
の
三
種
類
に
分
類
し

た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
さ
ら
に
甲
a
、
甲
b
、
乙
a
、
乙
b
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

丙
の
五
種
類
に
細
か
く
分
け
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の

と
き
の
分
類
に
従
い
、
甲
b
が
歌
数
五
七
〇
首
で
最
も
多
い
の

で
、
現
在
確
認
で
き
る
甲
b
五
本
の
中
の
一
本
で
あ
る
河
野
美

　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

術
館
蔵
「
聖
廟
御
詠
」
　
〔
三
四
六
・
八
三
九
〕
［
資
料
館
］
マ
イ
ク

ロ
〔
七
三
－
三
五
四
－
四
］
紙
焼
〔
C
九
一
二
七
〕
と
比
較
し
て

み
た
い
。
河
野
美
術
館
蔵
「
聖
廟
御
詠
」
に
つ
い
て
は
、
E
系
統

本
に
も
河
野
本
が
あ
り
、
紛
ら
わ
し
い
た
め
、
ま
た
B
系
統
甲
b

の
代
表
と
い
う
意
味
も
あ
っ
て
、
以
下
「
B
系
統
甲
b
」
と
記
す
。

B
系
統
甲
b
は
五
つ
の
ま
と
ま
り
〔
1
〕
～
〔
5
〕
を
確
認
で
き

る
。
次
は
B
系
統
甲
b
の
構
成
を
簡
単
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
1
〕

聖
廟
御
詠

春
部
1
0
首
（
1
～
1
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
部
2
9
首
（
1
～
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
の
部
0
8
首
（
4
0
～
4
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
エ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

冬
部
3
5
首
（
4
～
8
）

　
　
　
　
　
3
2
　
3
2

恋
部
3
1
首
（
8
～
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

雑
部
5
6
首
（
1
4
～
6
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
略
）

〔
2
〕

御
詠
廿
五
首
今
河
殿

　
　
　
ハ
マ
こ

依
夢
想
掘
出
歌
也

25
首

　
470　
～

494
）

（
中
略
）

〔
3
〕

天
神
様
御
作
十
二
時
之
御
詠

12
首

　
495　
～

506
）

（
中
略
）

一15一

〔
4
〕

聖
廟
御
詠



32
首

　
507　
～

538
）

〔
5
〕

聖
廟
御
詠

春
部

　7

首

　539　
～

545
）

奥
二24

首

　
546　
～

569
）

明
磨
九
年
三
月
二
日
大
雨
の
夜

世
間
門
く
に
書
し
寄

　
　
　
む

1
首
（
7
）

　
　
　
5

　
で
は
E
－
b
、
E
i
a
の
前
半
部
分
、
B
系
統
甲
b
と
を
歌
番

号
で
比
較
し
て
み
よ
う
（
別
表
2
）
。
上
か
ら
、
E
I
b
、
E
l

a
の
前
半
部
分
、
B
系
統
甲
b
の
歌
番
号
で
あ
る
。
E
l
b
は
ほ

ぼ
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
の
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
の
で
、
E
I

b
に
は
実
際
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
部
立
を
示
し
た
。
E
i

b
（
歌
数
2
8
首
）
を
中
心
に
見
て
い
く
と
、
春
4
4
首
、
夏
6
首
、

　
　
　
　
　

秋
5
6
首
、
冬
7
首
、
雑
％
首
で
あ
る
。
×
は
そ
の
歌
が
な
い
こ
と
、

※
は
B
系
統
甲
b
に
お
い
て
連
続
で
あ
る
こ
と
、
＊
は
B
系
統

甲
b
の
歌
の
左
注
に
あ
た
る
箇
所
に
書
か
れ
た
歌
を
指
す
。
◎

は
B
系
統
甲
b
の
構
成
〔
4
〕
「
聖
廟
御
詠
」
の
歌
（
B
系
統
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
イ
　
　
　
　

b
の
歌
番
号
で
い
う
と
5
0
～
5
3
）
を
指
す
。
▲
は
部
立
の
あ
る
B

系
統
甲
b
の
構
成
〔
1
〕
に
お
い
て
、
歌
が
置
か
れ
て
い
る
箇
所

を
示
す
（
E
系
統
本
と
は
違
う
部
立
の
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
い

る
場
合
の
み
）
。

　
E
－
b
（
歌
数
は
㎜
首
）
と
E
－
a
の
前
半
部
分
（
歌
数
は
餅

首
）
、
両
者
は
、
B
系
統
甲
b
で
い
う
と
、
ほ
ぼ
〔
1
〕
と
〔
4
〕

の
歌
に
該
当
す
る
（
〔
5
〕
に
一
部
重
出
歌
あ
り
）
。
E
－
b
を
中

心
に
見
て
い
く
と
、
B
系
統
甲
b
の
歌
が
連
続
で
あ
る
箇
所

（
※
）
が
二
十
九
箇
所
あ
る
。
別
表
2
か
ら
、
E
l
b
と
E
－
a

の
前
半
部
分
と
で
ぴ
っ
た
り
重
な
る
箇
所
（
通
し
番
号
を
□
で

囲
む
）
、
E
l
b
に
は
あ
る
が
、
E
－
a
と
は
一
部
異
な
る
か
、

も
し
く
は
E
l
a
に
は
見
え
な
い
箇
所
（
通
し
番
号
を
□
で
囲

み
反
転
さ
せ
る
）
を
抜
き
出
し
て
見
よ
う
。
上
か
ら
順
に
□
■
は

通
し
番
号
、
E
－
b
の
歌
番
号
、
〔
B
系
統
甲
b
の
歌
番
号
〕
で

あ
る
。囮国国四国囮囮回回回固回国

19817115513612310495　80　64　33　26　11　1

～～～～～～～～～～～～～
1991721561371241069681663427122
ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ
53238739640131616514820520049　47　30　14

～～～～～～～～～～～～～
53338839740231716714920620250　48　31　15
〕　〕　〕　〕　〕　〕　〕　〕　〕　〕　〕　〕　〕

　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、　　、

国国四国国国回回囹圄囹圄回
2021921591431291119988745528223
～～～～～～～～～～～～～

20319316014513011310094755729237
ロ　ロ　ロ　ロ　ロ　ハ　ロ　ハ　ロ　ロ　ロ　ロ　ロ
38553052452051726115014015819750916　39

～～～～～～～～～～～～～
386531525522518263151146＊　19951017　43
一く一く一く一く一く一く一く一く158一く一く一く一く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒
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國
鵬
～
㎜
〔
鍋
～
粥
〕
、
国
筋
～
餌
〔
謂
～
鵬
〕
、

四
泌
～
謝
〔
猫
～
餅
〕

E
l
b
と
B
系
統
甲
b
と
が
影
響
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
明
ら

か
で
あ
る
。
ま
た
E
I
b
と
E
l
a
の
前
半
部
分
と
で
は
、
回
～

四
（
八
箇
所
）
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
E
I
b
の
ほ
う
が
、
B

系
統
甲
b
と
の
影
響
関
係
が
少
し
強
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
E
I
b
が
、
B
系
統
甲
b
も
し
く
は
そ
の
前
段
階
の
よ
う
な

も
の
を
見
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
た
場
合
、
三
通
り
考
え
ら

れ
る
。
ま
ず
一
番
目
は
B
系
統
甲
b
と
し
て
現
在
読
む
こ
と
が

で
き
る
、
構
成
〔
1
〕
～
〔
5
〕
を
持
つ
本
が
あ
っ
た
が
、
E
－

b
の
編
集
作
業
の
際
に
、
〔
1
〕
と
〔
4
〕
か
ら
歌
を
収
録
し
た
。

二
番
目
は
〔
2
〕
〔
3
〕
〔
5
〕
の
い
ず
れ
か
が
欠
け
て
い
る
本
（
た

と
え
ば
〔
2
〕
は
あ
っ
た
が
、
〔
3
〕
〔
5
〕
は
な
い
と
い
う
よ
う

な
本
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
く
、
組
み
合
わ
せ
が

考
え
ら
れ
る
）
が
あ
り
、
結
果
と
し
て
〔
1
〕
〔
4
〕
か
ら
収
録

し
た
。
三
番
目
は
〔
2
〕
〔
3
〕
〔
5
〕
が
な
く
、
〔
1
〕
〔
4
〕
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
本
を
見
て
編
集
作
業
を
行
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
〔
2
〕
「
御
詠
廿
五
首
」
と
〔
3
〕
「
天
神
様
御
作
十
二
時
之
御

詠
」
が
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
〔
1
〕
春
・

夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
や
〔
4
〕
「
聖
廟
御
詠
」
（
歌
数
は
3
2
首
と

少
な
い
が
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
家
集
よ
う
な
も
の
）
と
比
べ
て
、

や
や
特
別
で
あ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
つ
ま
り
〔
2
〕
は
2
5

首
、
〔
3
〕
は
1
2
首
そ
ろ
う
こ
と
で
意
味
を
な
す
と
い
う
こ
と
も

考
え
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
歌
を
何
首
か
選
ぶ
と
い
う
作
業
は
、
〔
1
〕

〔
4
〕
か
ら
歌
を
選
ぶ
時
よ
り
も
、
多
少
迷
い
が
生
じ
る
か
も
し

れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
静
嘉
堂
文
庫
本
、
学
習
院
大
本
に
見
え
る

こ
と
で
あ
る
が
、
両
者
は
付
属
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
後
ろ
に

「
十
二
時
御
詠
」
を
載
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
〔
4
〕
「
聖
廟
御
詠
」

が
あ
っ
て
、
〔
5
〕
「
聖
廟
御
詠
」
が
な
け
れ
ば
別
で
あ
る
が
、
〔
4
〕

か
ら
収
録
し
て
〔
5
〕
か
ら
ほ
と
ん
ど
収
録
し
て
い
な
い
と
い
う

の
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
〔
5
〕
は
〔
4
〕
と

く
ら
べ
て
構
成
が
少
し
複
雑
で
は
あ
る
が
、
家
集
の
体
裁
の
よ

う
な
こ
と
で
言
え
ば
、
た
い
し
た
違
い
は
な
い
。

　
先
に
見
た
よ
う
に
、
◎
の
付
い
て
い
る
も
の
は
、
〔
4
〕
か
ら

収
録
し
た
歌
を
示
し
て
い
る
。
特
に
E
I
b
を
中
心
に
◎
の
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の
や

い
て
い
る
歌
を
見
て
い
く
と
、
飛
び
飛
び
で
は
あ
る
が
、
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

0
9
、
1
0
、
n
、
…
…
3
8
と
い
う
よ
う
に
ほ
ば
、
順
番
ど
お
り
に
収

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
少
な
く
と
も
〔
1
〕
と

〔
4
〕
は
や
は
り
分
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
か
ら
収
録
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
◎
に
つ
い
て
、
特
に
E
l
b
と
断
っ
た
理
由
は
、
こ
こ
で
第
二

節
で
取
り
上
げ
た
錯
簡
の
問
題
も
関
連
し
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

別
表
2
で
見
て
い
く
と
、
問
題
に
な
る
箇
所
は
、
E
i
b
の
歌
番

号
7
9
～
1
8
で
あ
る
。
E
l
b
も
E
－
a
の
前
半
部
分
も
、
B
系
統

　
で
エ
　
　
　
　
　

甲
b
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
E
l
b
の
歌
番
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ヤ

ー7

`
2
1
の
箇
所
、
こ
こ
の
◎
の
部
分
を
追
っ
て
い
く
と
、
5
2

28

c
3
2
、
3
3
、
3
4
と
順
番
ど
お
り
に
な
る
。
し
か
し
、
E
l
a
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
合
は
、
同
じ
箇
所
が
、
鵬
、
謝
…
脚
、
枷
…
鵬
と
入
れ
か
わ

る
。
E
－
b
と
E
－
a
の
配
列
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
と
い
う 一17一



答
え
を
見
つ
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
B
系
統
甲

b
の
影
響
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
場
合
、
E
I
b
は
◎

の
つ
い
て
い
る
箇
所
が
順
番
に
並
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

E
l
b
の
ほ
う
が
自
然
な
か
た
ち
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
E
I
a
が
錯
簡
が
生
じ
た
あ
と
の
か
た

ち
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
で
は
逆
に
B
系
統
甲
b
が
、
E
l
b
も
し
く
は
そ
の
前
段
階

の
よ
う
な
も
の
を
書
き
写
し
た
と
い
う
可
能
性
は
な
い
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
可
能
性
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
歌
が
ほ

ぼ
季
節
ご
と
に
並
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
部
立
が
な
く
、
し
か
も
、

恋
、
雑
の
歌
の
区
別
が
な
い
家
集
で
、
〔
4
〕
「
聖
廟
御
詠
」
が
表

面
に
出
て
き
て
い
な
い
本
か
ら
、
B
系
統
本
に
移
っ
て
い
く
作

業
は
か
な
り
む
ず
か
し
い
。
ま
た
仮
に
そ
れ
を
行
な
っ
た
と
し

て
も
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
面
倒
な
作
業
を
あ
え
て
行
な
っ
た
の

か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。

　
流
れ
と
し
て
は
、
E
l
b
が
、
B
系
統
甲
b
の
お
そ
ら
く
前
段

階
の
よ
う
な
も
の
を
見
た
と
い
う
ほ
う
が
自
然
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
、
こ
こ
で
ま
た
二
つ
の
問
題
に
ぶ
つ
か
る
。
E
I

b
が
ほ
ぼ
部
立
に
従
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
既
に
指
摘

し
た
。
一
つ
目
は
、
B
系
統
甲
b
の
前
段
階
の
よ
う
な
も
の
（
こ

れ
に
部
立
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
証
明
は
で
き
な
い
の
だ

が
）
を
見
た
で
あ
ろ
う
E
I
b
は
な
ぜ
部
立
を
記
さ
な
か
っ
た

の
か
。
二
つ
目
は
、
B
系
統
甲
b
の
前
段
階
の
よ
う
な
も
の
を
見

た
と
し
て
も
、
結
論
か
ら
言
え
ば
、
こ
れ
を
分
解
し
た
上
で
、
E

I
b
が
形
成
さ
れ
た
か
た
ち
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
や
は
り

面
倒
な
作
業
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

で
も
な
い
が
そ
の
ま
ま
写
し
た
ほ
う
が
速
い
。

言
う
ま

四
　
巻
頭
「
梅
花
」
の
歌
と
巻
軸
「
き
く
や
い
か
に
」
の
歌

　
道
真
仮
託
家
集
・
百
首
の
諸
本
に
お
い
て
は
、
巻
頭
・
巻
軸
歌

に
特
色
が
出
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
ず
E
系
統
本
の
巻
頭

歌
「
梅
花
」
の
歌
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
歌
の
初
出
、
出
典
等
は

確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
衛
藤
駿
氏
は
次
の
よ
う
に

紹
介
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
こ

　
　
「
う
つ
く
し
や
、
紅
の
色
な
る
梅
の
花
、
阿
呼
が
顔
に
も
つ

　
　
け
た
く
ぞ
あ
る
」
、
こ
れ
は
菅
原
道
真
五
歳
、
阿
呼
の
時
代
、

　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ク
ロ

　
　
は
じ
め
て
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
有
名
な
歌
で
あ
る
。

歌
に
異
同
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
指
摘
し
な
い
。
衛
藤
氏
が
書
い

て
い
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
荻
生
徂
徠
（
一
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
る
　
べ
　
し

六
六
－
一
七
二
八
）
は
『
南
留
別
志
』
の
中
で
、

　
一
う
つ
く
し
や
べ
に
y
も
に
た
り
梅
の
花
あ
こ
が
か
ほ
に
も

　
　
つ
け
た
く
ぞ
あ
る
。
と
い
ふ
は
、
菅
家
の
い
と
き
な
き
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

　
　
よ
み
給
ひ
し
と
い
ふ
。
（
中
略
）
あ
こ
と
は
乳
母
の
事
な
り
。

　
　
（
後
略
）

と
述
べ
、
こ
れ
に
対
し
て
、
富
士
谷
成
章
（
一
七
三
八
一
一
七
七

九
）
は
、
『
非
南
留
別
志
』
で
、

　
一
あ
こ
と
は
乳
母
の
事
な
り
と
は
、
何
に
出
た
る
に
か
。
む
か

　
　
し
ょ
り
あ
こ
と
い
ふ
詞
は
、
吾
子
と
い
ふ
こ
㌧
ろ
に
て
、
卑
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幼
を
よ
ぶ
詞
な
り
。
（
中
略
）
菅
家
の
御
詠
も
正
し
き
ふ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

　
　
に
み
え
ぬ
事
な
れ
ば
、
多
く
は
後
の
人
の
作
な
る
べ
し
。

　
　
（
後
略
）

と
述
べ
て
い
る
。
道
真
詠
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
が
、
E
系
統
本

を
編
集
し
た
者
は
、
道
真
が
初
め
て
作
っ
た
歌
と
い
う
こ
と
で

巻
頭
に
置
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
因
み
に
E
系
統
本
の
巻
頭

歌
は
、
B
系
統
甲
b
で
は
1
4
番
歌
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
で
は
、
E
I
b
の
巻
軸
歌
「
き
く
や
い
か
に
」
の
歌
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
歌
に
は
左
注
が
付
い
て
い
る
。
再
度
神
宮
文
庫

本
よ
り
引
用
し
て
み
よ
う
。

　
　
此
再
は
北
野
の
御
り
し
や
う
な
る
ゆ
へ
に
御
詠
に
く
は

　
　
へ
ぬ

E
－
b
の
岡
山
大
学
池
田
家
文
庫
本
は
「
此
寄
北
野
」
と
あ
る
が
、

あ
と
は
異
同
は
な
い
。
し
か
し
E
l
a
の
前
半
部
分
で
は
、
こ
の

歌
は
前
半
部
分
の
最
後
に
置
か
れ
て
い
る
歌
な
の
だ
が
、
こ
の

箇
所
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
書
陵
部
本
A
を
見
て
み

よ
う
。

　
　
こ
の
爵
は
五
文
字
北
野
の
御
り
し
や
う
な
る
ゆ
へ
に
御
詠

　
　
の
う
ち
に
か
き
く
は
へ
ぬ

E
I
a
で
は
多
少
の
異
同
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
大
事
な

こ
と
は
、
E
I
a
で
は
「
五
文
字
」
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。

　
で
は
B
系
統
甲
b
に
お
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
歌

は
、
，
B
系
統
甲
b
の
構
成
〔
4
〕
「
聖
廟
御
詠
」
の
最
後
の
歌
3
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5

番
歌
で
あ
る
。

　
　
き
く
や
い
か
に
う
は
の
空
な
る
風
だ
に
も
松
に
音
す
る
な

　
　
ら
ひ
有
と
は

　
　
　
　
此
寄
は
北
野
の
御
り
し
や
う
な
る
ゆ
へ
に
御
詠
に
く

　
　
　
　
は
へ
ぬ

つ
ま
り
B
系
統
甲
b
の
左
注
は
E
l
b
の
左
注
と
一
致
し
、
E

l
a
の
そ
れ
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
も
、
B

系
統
甲
b
と
E
－
b
の
つ
な
が
り
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

　
E
l
b
と
E
l
a
の
前
半
部
分
と
の
関
係
を
整
理
し
て
み
よ

う
。
流
れ
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
E
－
b
か
ら
E
－
a
の
前
半
部

分
へ
と
考
え
た
ほ
う
が
、
自
然
か
も
し
れ
な
い
。
第
三
節
で
確
認

し
た
よ
う
に
、
E
I
b
の
ほ
う
が
、
B
系
統
甲
b
の
影
響
を
よ
り

認
め
る
こ
と
が
で
き
、
左
注
に
つ
い
て
も
、
E
I
b
が
B
系
統
甲

b
と
共
通
す
る
。
つ
ま
り
、
形
成
過
程
と
し
て
は
、
B
系
統
甲
b

圏
↓
囮
↓
E
I
a
の
前
半
部
分

と
い
う
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
き
く
や

い
か
に
」
の
歌
の
左
注
を
例
に
し
て
考
え
て
み
る
と
、
わ
か
り
や

す
い
の
だ
が
、

B
系
統
甲
b
の
前
段
階
の
よ
う
な
も
の

E
I

a
の
前
半
部
分
　
E
I
b
　
い
う
の
は
考
え
に
く
い
。

　
し
か
し
、
そ
も
そ
も
こ
の
左
注
は
い
っ
た
い
何
な
の
で
あ
ろ

う
か
。
E
l
b
、
E
I
a
の
前
半
部
分
、
B
系
統
甲
b
、
い
ず
れ

に
お
い
て
も
突
然
書
か
れ
て
お
り
、
詞
書
、
歌
題
、
左
注
の
付
い

て
い
る
歌
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
道
真
仮
託
家
集
に
お
い
て
は

や
や
違
和
感
を
覚
え
る
。

　
「
き
く
や
い
か
に
」
の
歌
に
つ
い
て
も
う
少
し
見
て
み
よ
う
。
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こ
の
出
典
は
、
「
水
無
瀬
恋
十
五
首
歌
合
」
（
建
仁
二
年
〈
一
二
〇

二
〉
九
月
二
二
日
）
で
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　
七
十
一
番
寄
風
恋
　
左
勝
　
　
　
　
　
　
宮
内
卿

　
　

　
4
き
く
や
い
か
に
う
は
の
空
な
る
風
だ
に
も
ま
つ
に
お
と
す

　
一

　
　
る
な
ら
ひ
あ
り
と
は

　
　
　
　
右
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
家

　
4
2
う
ち
な
び
く
草
ば
に
も
ろ
き
露
の
ま
も
涙
ほ
し
あ
へ
ぬ
袖

　
1

　
　
の
秋
風

　
　
　
　
右
の
秋
風
え
ん
に
も
侍
る
を
、
左
の
心
詞
始
終
な
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
レ

　
　
　
　
よ
ろ
し
く
侍
る
に
や
、
ま
さ
る
べ
き
よ
し
に
侍
る
べ
し

こ
の
と
き
の
判
者
は
藤
原
俊
成
（
二
一
四
一
一
二
〇
四
）
で
あ

る
。
「
き
く
や
い
か
に
」
の
歌
が
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
ま
た
こ
の
歌
は
他
に
も
収
録
さ
れ
て
い
て
、
た
と
え

ば
『
新
古
今
和
歌
集
』
（
一
二
〇
五
年
）
に
は
、
「
寄
風
恋
」
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
ロ

う
題
で
二
九
九
番
歌
と
し
て
見
え
る
。
つ
ま
り
、
「
き
く
や
い

か
に
」
の
歌
は
出
典
が
明
ら
か
で
あ
り
、
道
真
の
歌
で
な
い
こ
と

も
判
明
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
左
注
の
よ
う

な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。

　
た
だ
し
「
き
く
や
い
か
に
」
の
歌
に
関
し
て
は
、
堀
井
理
恵
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
レ

が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
や
は
り
宮
内
卿
の
代
表
作
で

あ
り
、
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
人
々
の
間
で
は
か
な
り
浸
透
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
正
徹
（
二
二
八
一
－
一
四
五
九
）

は
『
正
徹
物
語
』
（
成
立
は
一
四
四
八
年
と
一
四
五
〇
年
の
二
説

　
　
ハ
お
ロ

が
あ
る
）
の
中
で
、

　
4
1
懸
舟
は
女
房
の
歌
に
し
み
入
り
て
面
白
き
は
お
ほ
き
也
。

　
　
式
子
内
親
王
の
「
生
き
て
よ
も
」
「
我
の
み
し
り
て
」
な
ど

　
　
の
寄
は
、
幽
玄
の
寄
と
也
。
俊
成
の
女
の
、
「
み
し
面
か
げ

　
　
も
契
り
し
も
」
宮
内
卿
が
「
聞
く
や
い
か
に
」
な
ど
や
う
に

　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
ロ

　
　
骨
髄
に
と
を
り
た
る
晋
は
、
通
具
・
撮
政
な
ど
も
お
も
ひ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
レ

　
　
り
が
た
く
や
あ
ら
ん
。

と
記
し
て
い
る
。
ま
た
『
小
町
草
紙
』
（
成
立
は
室
町
時
代
）
に

は
、　

　
「
そ
れ
、
恋
路
に
迷
ひ
し
人
は
、
第
一
に
帝
の
御
歌
、
第
二

　
　
に
貫
之
が
玉
章
、
さ
て
は
、
花
に
結
び
し
文
も
あ
り
、
（
中

　
　
略
）
珍
し
き
初
雁
が
ね
の
お
と
づ
れ
の
文
も
あ
り
、
上
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ロ

　
　
に
も
聞
く
や
い
か
に
と
書
き
た
る
文
も
あ
り
、
（
後
略
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

と
見
え
る
。
こ
れ
以
外
に
も
謡
曲
「
隅
田
川
」
や
狂
歌
集
『
徳
和

　
　
　
　
　
ロ
レ

歌
後
万
載
集
』
等
に
「
き
く
や
い
か
に
」
の
歌
の
影
響
が
見
え
、

こ
の
歌
が
人
々
に
い
か
に
親
し
ま
れ
て
い
た
か
が
わ
か
る
の
で

あ
る
。

　
左
注
は
「
こ
の
歌
は
（
五
文
字
）
北
野
の
御
利
益
で
詠
ん
だ
歌

で
そ
れ
ゆ
え
に
御
詠
に
加
え
た
（
御
詠
に
書
き
加
え
た
）
」
と
い

う
内
容
に
な
る
。
お
そ
ら
く
「
き
く
や
い
か
に
」
の
歌
に
は
、
北

野
に
願
を
か
け
て
生
ま
れ
た
歌
と
い
う
よ
う
な
伝
承
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
次
は
そ
の
よ
う
な

伝
承
を
探
す
と
い
う
作
業
に
な
る
。
歌
徳
説
話
の
類
の
中
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
当
を
つ
け
て
み
た
の
で
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
、
現
段
階
で
は
該
当
す
る
も
の
を
見
つ
け
出
す
こ

と
は
で
き
て
い
な
い
。

　
で
は
「
き
く
や
い
か
に
」
の
歌
が
歌
集
の
注
釈
書
等
で
は
ど
の
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よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
、
見
て
み
よ
う
。
兼
載
（
一
四
五
二

頃
－
一
五
一
〇
）
の
『
自
讃
歌
注
』
（
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学

研
究
室
蔵
）
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。
以
下
「
き
く
や
い
か
に
」

の
歌
は
省
略
し
、
注
釈
の
部
分
の
必
要
箇
所
の
み
示
す
。

　
　
う
は
の
空
な
る
風
と
は
心
な
き
も
の
た
に
も
ま
っ
と
い
ふ

　
　
文
字
に
ひ
か
れ
て
を
と
つ
る
㌧
な
ら
ひ
な
る
に
、
人
の
待

　
　
心
を
も
し
ら
す
し
て
過
行
を
な
け
く
也
、
五
も
し
お
も
し

　
　
ろ
し
、
人
を
か
こ
ち
た
る
心
也
、
此
初
五
文
字
、
神
に
祈
た

　
　
る
な
と
か
た
り
つ
た
へ
た
り
、
た
し
か
な
る
説
に
あ

　
　
ハ
お
ロ

　
　
ら
す
、
」

初
句
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
「
此
初
五
文
字
、
神
に
祈
た
る
な
と

か
た
り
つ
た
へ
た
り
」
の
箇
所
は
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
『
新
古
今
集
』
の
古
注
釈
書
も
見
て
み
よ
う
。
『
新
古
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
ロ

抜
書
』
（
簗
瀬
一
雄
氏
蔵
本
）
に
は
「
こ
と
に
第
一
の
句
め
う
也
。
」
、

『
新
古
今
抜
書
抄
』
（
松
平
文
庫
本
）
に
は
「
此
寄
と
り
分
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
レ

句
別
な
る
と
先
達
申
侍
り
。
」
と
あ
る
。
や
は
り
初
句
が
注
目
さ

れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
『
新
古
今
和
歌
集
抄
出
聞
書
』
（
陽
明
文
庫
本
）
に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
無
心
の
風
な
れ
ど
、
松
と
い
ふ
名
あ
れ
ば
を
と
づ
る
玉
也
。

　
　
況
、
有
情
の
人
倫
、
心
を
つ
く
し
ま
つ
事
を
も
し
ら
ず
つ
れ

　
　
な
き
よ
し
也
。
松
に
を
と
づ
る
ふ
風
を
ば
、
聞
や
い
か
に
と
、

　
　
お
も
ふ
人
を
お
ど
ろ
か
す
也
。
是
も
後
に
を
く
五
文
字
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
パ
マ
マ
レ

　
　
此
冨
五
も
じ
を
置
か
ね
、
清
水
観
音
に
祈
精
を
な
し
、
を
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ぬ
レ

　
　
る
と
也
。
名
寄
な
る
べ
し
。
頭
注
に
1
祈
精
一
祈
請
（
彰
）

　
　
と
あ
る
。
　
校
異
　
水
府
明
徳
会
彰
考
館
本
（
略
称
「
彰
」
）

『
か
な
傍
注
本
新
古
今
和
歌
集
』
（
後
藤
重
郎
蔵
本
）
も
見
て
み

よ
う
。

　
　
風
ハ
心
な
し
。
待
と
い
ふ
に
て
お
と
づ
る
㌧
也
。
か
や
う
の

　
　
な
ら
ひ
あ
る
事
を
し
ら
れ
ぬ
か
と
也
。
此
五
文
字
い
で
ざ

　
　
る
を
、
清
水
へ
願
立
時
、
さ
る
人
門
の
衆
二
い
か
に
き
く
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ロ

　
　
と
い
ひ
し
を
聞
て
、
置
た
る
と
い
ひ
っ
た
へ
た
り
。

『
新
古
今
和
歌
集
抄
出
聞
書
』
と
『
か
な
傍
注
本
新
古
今
和
歌
集
』

に
お
い
て
は
、
清
水
と
の
関
連
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
ま
で
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
特
に
初
句
に
関
し
て
、
話
が

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
ま
た
北
村
季
吟
（
一
六
二

四
一
一
七
〇
五
）
が
刊
行
し
た
、
八
代
集
の
注
釈
書
『
八
代
集
抄
』

（
天
和
二
年
〈
一
六
八
二
年
〉
刊
本
）
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
　
玄
旨
云
、
待
に
松
を
よ
す
る
事
、
舟
の
習
ひ
也
。
心
な
き
風

　
　
だ
に
も
ま
っ
と
い
ふ
名
を
知
て
音
づ
れ
侍
に
、
我
思
ふ
人

　
　
の
是
程
迄
心
を
尽
し
て
待
に
、
な
ど
と
は
ぬ
と
か
こ
つ
さ

　
　
ま
な
る
べ
し
。
聞
や
い
か
に
と
あ
る
五
文
字
、
後
に
置
た
る

　
　
再
也
。
面
白
き
五
文
字
也
。
自
讃
寄
或
抄
云
、
此
鋼
寄
合
の

　
　
時
、
講
師
定
家
朝
臣
五
文
字
を
よ
み
あ
げ
㌧
れ
ば
、
番
へ
る
人

　
　
有
家
朝
臣
覚
え
ず
あ
と
声
を
出
せ
る
と
申
伝
へ
た
り
。
判
詞
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
み
ロ

　
　
も
有
難
き
さ
ま
也
と
有
再
義
同
、
伽
晦

玄
旨
と
は
細
川
幽
斎
（
一
五
三
四
一
一
六
一
〇
）
の
こ
と
。
や
は

り
初
句
に
つ
い
て
は
「
面
白
き
五
文
字
也
」
と
関
心
を
示
し
て
い

る
。
「
自
讃
符
或
抄
云
」
以
下
の
部
分
は
、
「
き
く
や
い
か
に
」
が

称
賛
に
値
す
る
表
現
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
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》
つ
。

　
た
だ
し
、
初
句
に
つ
い
て
い
つ
も
称
賛
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
契
沖
（
一
六
四
〇
1
一
七
〇
一
）

は
『
河
社
』
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
新
古
今
集
、
（
歌
は
省
略
）

　
　
此
発
句
を
、
世
に
め
で
た
き
事
に
い
へ
ど
、
人
を
こ
と
わ
り

　
　
に
い
ひ
つ
む
る
や
う
に
て
、
女
の
歌
に
は
こ
と
に
い
か
に

　
　
ぞ
や
あ
る
な
り
。
き
く
や
君
と
い
は
～
、
ま
さ
ら
ん
や
と
申

　
　
人
侍
し
。

　
　
拾
遺
集
、

　
　
し
る
や
君
し
ら
ず
ば
い
か
に
つ
ら
か
ら
む
わ
が
か
く
ば
か

　
　
り
お
も
ふ
こ
㌧
ろ
を

　
　
此
初
の
句
の
た
ぐ
ひ
な
る
べ
し
。

　
　
見
ず
や
い
か
に
雪
の
し
た
な
る
お
も
ひ
だ
に
も
ゆ
れ
ば
も

　
　
ゆ
る
ふ
じ
の
姻
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
ロ

　
　
こ
れ
は
、
う
ら
や
み
て
う
つ
さ
れ
た
る
な
る
べ
し
。

ま
た
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
1
一
八
〇
一
）
も
『
美
濃
の
家
づ
と
』

（
板
本
）
で
、
契
沖
の
「
此
発
句
…
中
人
侍
し
」
の
箇
所
を
引
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ロ

て
、
「
ま
こ
と
に
い
か
に
は
少
し
い
ひ
過
し
て
聞
ゆ
る
也
。
」
と

述
べ
て
い
る
。

　
「
き
く
や
い
か
に
」
の
歌
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
伝
承
が
あ
る
と

考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
北
野
に
願
を

か
け
て
生
ま
れ
た
歌
と
い
う
よ
う
な
伝
承
も
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。

お
わ
り
に

　
道
真
仮
託
家
集
E
系
統
本
は
、
巻
軸
a
と
巻
軸
b
を
持
つ
本

の
二
種
類
に
分
類
で
き
る
が
、
両
者
の
構
成
の
共
通
部
分
は
、
巻

軸
a
を
持
つ
本
の
前
半
部
分
と
巻
軸
b
を
持
つ
本
の
大
部
分
で

あ
る
。
両
者
と
も
道
真
仮
託
家
集
B
系
統
本
甲
b
の
一
部
と
の

影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
B
系
統
本
甲
b
の
前
段

階
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
影
響
は
巻
軸
b
を

持
つ
本
に
よ
り
強
く
出
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
B
系
統
本
甲
b
の

　
↓
囮
　
E
I
a
の
前
半
部
分
と

い
う
よ
う
な
形
成
過
程
の
一
端
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を

図
式
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

B
系
統
本
甲
b
の
前
段
階
の
よ
う
な
も
の

〔
1
〕
春
部
、
夏
部
、
秋
の
部
、
冬
部
、
恋
部
、

〔
4
〕
聖
廟
御
詠

雑
部

　
　
↑囮

　
　
↑E

I
a
の
前
半
部
分
↑
E
I
a
の
後
半
部
分

学
習
院
大
本
や
E
I
a
の
後
半
部
分
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。
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別表1E系統本　E－bとE－aの錯簡箇所について

E－b E－a
歌番号 初句（179，201は二句まで） 歌番号 初句（163，181は二句まで）

178 よしや我 160 よしや我

179 白雲の八重たっ方を● 161 かめか渕▼

180 しら波の 162 松浦かた

181 ちたひまて 163 しら雲の晴ぬ思を

182 我たのむ 164 わすれても

183 流れ行 165 すみよしの

184 思ひきや 166 するかなる

185 すかはらや 167 無名には

186 世の中は 168 熊野なる

187 いひ捨る 169 みちのへの

188 灯の 170 なけかしや

189 都にて 171 落瀧津

190 君と我 172 いまこんと

191 筥崎や 173 日をへつ㌧

192 沖なかの 174 みなし子に

193 都より 175 しのふとは

194 さ墨波や 176 きるつめに

195 北野とは 177 暁の

196 春はもえ 178 ねかはくは

197 つの國の 179 世中を

198 池の心○ 180 おもひわひ▽

199 かめか渕▼ 181 しら雲のやへたつかたを●

200 松浦かた × （「しら波の」の歌なし）

201 白雲の晴ぬ思ひを 182 千度まて

202 忘れても 183 われたのむ

203 住よしの 184 なかれゆく

204 するかなる × （「思ひきや」の歌なし）

205 無名には 185 すかはらや

206 熊野なる 186 世中は

207 道野部の 187 いひすつる

208 なけかしや 188 燈の

209 落瀧津 189 都にて

210 今こんと 190 君と我

211 日をへっ》 191 はこさきや

212 見なし子に 192 おきなかの

213 しのふとは 193 都より

214 切爪に × （「さ》波や」の歌なし）

215 あかつきの 194 北野とは

216 ねかはくは 195 春はもえ

217 世中を 196 摂津國の

218 おもひわひ▽ 197 池心○

219 吹風は◆ 198 吹風は◆

220 忘るなと 199 わするなと
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別表2　菅原道真仮託家集E系統本（E－b・E－a）とB系統本（甲b）

E－b 春 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

E－a 1 2 × 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

B系統甲b 14 15 39 40 41 42 43 35 5 44 30 31 45 6 34 3 32 46 67

甲bにおいて連続 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

甲b〔4〕「聖廟御詠」

甲bにおける部立

E－b 20　21 22 23 24　25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

E－a 19　20 21 22 23　24 25 26 27 28 × 29 30 31 32 33 34 35 36 37

B系統甲b 248508 16 17 27＊7 47 48 509 510 29 33 37 49 50 18 × 10 24 1

甲bにおいて連続 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

甲b〔4〕「聖廟御詠」 ◎ ◎ ◎

甲bにおける部立 ▲冬

E－b 40　　41　　42　　43　　44 夏 45　　46　　47　　48　　49　　50 秋 51　　52　　53　　54　　55

E－a 38　　×　　39　　40　　41 42　　×　　44　　43　　×　　45 46　　47　　×　　48　　49

B系統甲b 8　　52　　22　　　2　＊26 117　112　124　118　176　123 186　196259　162　197

甲bにおいて連続 ※

甲b〔4〕「聖廟御詠」

甲bにおける部立 ▲秋 ▲冬

E－b 56 57　　58　　59　　60　　61 62　63 64 65 66　67 68　　69　　70　　71　　72　　73 74 75

E－a 50 51　　52　　53　　54　　55 56　57 58 59 ×　60 61　　62　　×　　63　　×　　64 65 ×

B系統甲b 198 199　195　164156　168

5
1
1
1
6
9
5
3
9

200 201 202154 315　157　180　163　160　159 158 ＊15

甲bにおいて連続 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

甲b〔4〕「聖廟御詠」 ◎

甲bにおける部立 ▲雑

E－b 76　77 78　79 80 81　　82　　83　　84　　85　　86　　87 88 89 90 91 92 93 94 95

E－a 66　67 68　69 70 71　　72　　×　　　73　　×　　74　　75 76 77 × 78 79 80 81 82

B系統甲b 203208 512172 205 206　170　179　178207　161　182 140 141 142 143 144 145 146 148

甲bにおいて連続 ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※

甲b〔4〕「聖廟御詠」 ◎

甲bにおける部立

E－b 96　　97　　98　　99　100　101　102　103　104　105　106 冬 107　108　109　110　111　112　113

E－a
83　　84　　85　　86　　87　　88　　89　　90　　91　　92　　93 94　　95　　98　　96　　97　100　101

B系統甲b 149　153　147　150　151　513211　152　165　166　167 514249260250261　262263

甲bにおいて連続 ※　　　　　※　※　　　　　　　※　※　※ ※　※　※

甲b〔4〕「聖廟御詠1 ◎ ◎

甲bにおける部立

一24一



E－b 雑 114115116117118119120121122123124125126127128129130131132

E－a ！02103104105106108107109110111112113114205115116117118119

B系統甲b 515412322252335406340407405316317516351410314517518403302
甲bにおいて連続 ※　※　　　　　　　　※　※

甲b〔4〕「聖廟御詠」 ◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　　◎◎

甲bにおける部立 ▲冬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲恕

E－b 133134135136137138139140141142143144145146147148149150151152

E－a 120121122×123124125126127128129130131132×　×133134135136

B系統甲b 323318210401402283×400404320520521522284398324399395418290
甲bにおいて連続 ※　※　　　　　　　　　　※　※　※

甲b〔4〕「聖廟御詠」 ◎◎◎
甲bにおける部立 ▲秋　　　　▲恋　　　　　　　　　　　　　　▲恋　　　　　　　　　　▲恕

E－b 153154155156157158159160161162163164165166167168169170171172

E－a ×137138139140141142×143144145146147×148149150151152153

B系統甲b 5232913963973934・952452539452639・355363441367翻358391387388

甲bにおいて連続 ※　※　　　　　※　※　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　※

甲b〔4〕「聖廟御詠」 ◎　　　　　　　　　◎◎　　　◎

甲bにおける部立 ▲恋

E－b 173174175176177178179180181182183184185186187188189190191192

E－a 154155157158159160181×182183184×185186187188189190191192

B系統甲b 296350389292348293380433527×319327528381289529344294382530
甲bにおいて連続 ※

甲b〔4〕「聖廟御詠」 ◎　　　　　　◎　　　　◎　　　　　　◎

甲bにおける部立 ▲恋　　　　▲恋　　▲恋　　　　　　　　　　　　　　　▲恋　　　　▲恋

E－b 193194195196197198199200201202203204205206207208209210211212

E－a 193×194195196197161162163164165166167168169170171172173174

B系統甲b 531383338413419532533337333385386299408300×375376301349362
甲bにおいて連続 ※　　　　　　　　　※　※　　　　　※　※　　　　　　　　　※　※

甲b〔4〕「聖廟御詠」 ◎　　　　　　　　◎◎

甲bにおける部立 ▲恋　　▲恋　　　　　　▲恋

E－b 213214215216217218219220221222223224225226227228

E－a 175176177178179180198199×200201202×203204207

B系統甲b 288417377378379534384329535536537374435298373538
甲bにおいて連続 ※　※　※　　　　　　　※　※　※

甲b〔4〕「聖廟御詠1 ◎　　　　◎◎◎　　　　　　　　◎

甲bにおける部立 ▲恋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▲恋
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〔
注
〕

（
1
）
武
井
和
人
氏
『
中
世
和
歌
の
文
献
学
的
研
究
』
（
平
成
元

　
　
年
七
月
、
笠
間
書
院
）
「
第
5
章
　
菅
原
道
真
仮
託
家
集
・

　
　
百
首
研
究
序
説
」
（
四
六
三
－
五
一
六
頁
）
「
第
6
章
　
附

　
　
載
翻
刻
資
料
一
道
真
家
集
・
百
首
」
（
五
一
七
一
六
一
七

　
　
頁
）
。

（
2
）
武
井
氏
、
前
掲
書
、
四
八
二
－
四
八
三
頁
。

（
3
）
引
用
す
る
本
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
歌
数
が

　
　
多
い
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
E
l
a
は
歌
数

　
　
が
罰
首
の
も
の
が
5
本
、
E
I
b
は
歌
数
が
㎜
首
の
も

　
　
の
が
2
本
で
あ
る
。
　
E
－
a
間
、
E
－
b
間
に
お
い
て
、

　
　
歌
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
違
い
は
な
い
の
で
、
最
初
に
挙

　
　
げ
た
も
の
か
ら
引
用
し
て
い
る
が
、
E
－
a
の
場
合
、
陽

　
　
明
文
庫
本
に
つ
い
て
は
複
写
が
許
可
さ
れ
て
い
な
い
た

　
　
め
、
書
陵
部
本
A
か
ら
引
用
し
た
。

（
4
）
学
習
院
大
本
の
歌
数
に
つ
い
て
は
、
奥
書
と
の
関
連
も

　
　
あ
り
、
問
題
が
あ
る
が
、
別
の
機
会
に
論
じ
た
い
と
考
え

　
　
て
い
る
。

（
5
）
拙
稿
「
「
菅
原
道
真
仮
託
家
集
」
B
系
統
本
の
分
類
再

　
　
考
」
（
『
国
文
学
孜
』
第
二
〇
六
号
、
平
成
二
二
年
六
月
）
。

（
6
）
河
野
美
術
館
蔵
「
聖
廟
御
詠
」
に
つ
い
て
も
、
注
（
3
）

　
　
に
記
し
た
よ
う
な
基
準
で
選
ん
で
い
る
。

（
7
）
衛
藤
駿
氏
「
天
神
像
の
成
立
」
（
太
宰
府
天
満
宮
文
化
研

　
　
究
所
編
『
天
神
絵
巻
　
太
宰
府
天
満
宮
の
至
宝
』
、
平
成

　
　
十
四
年
九
月
［
第
三
版
］
、
太
宰
府
天
満
宮
）
、
九
頁
。

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
H
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
15
）

（
1
6
）

荻
生
徂
徠
『
南
留
別
志
』
（
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編

『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
1
5
、
昭
和
四
九
年
八
月
、
吉

川
弘
文
館
）
、
一
四
頁
。

富
士
谷
成
章
『
非
南
留
別
志
』
（
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部

編
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
二
期
1
5
、
昭
和
四
九
年
八
月
、

吉
川
弘
文
館
）
、
一
二
七
頁
。

和
歌
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。

「
き
く
や
い
か
に
」
の
歌
は
、
他
に
「
若
宮
撰
歌
合
」

「
水
無
瀬
桜
宮
十
五
番
歌
合
」
『
自
讃
歌
』
『
定
家
十
体
』

『
続
歌
仙
落
書
』
『
新
三
十
六
人
撰
』
等
に
見
え
る
。

堀
井
理
恵
氏
「
宮
内
卿
和
歌
注
釈
断
章
1
「
水
無
瀬
恋

十
五
首
歌
合
」
よ
り
r
」
（
奥
田
勲
氏
編
『
日
本
文
学

女
性
へ
の
ま
な
ざ
し
』
、
二
〇
〇
四
年
九
月
、
風
間
書
房
）
、

三
三
一
四
九
頁
。

「
正
徹
物
語
」
（
久
保
田
淳
氏
編
『
岩
波
日
本
古
典
文
学
辞

典
』
二
〇
〇
七
年
二
月
、
岩
波
書
店
）
。

『
正
徹
物
語
』
（
久
松
潜
一
・
西
尾
實
氏
校
注
日
本
古
典
文

学
大
系
6
5
『
歌
論
集
能
楽
論
集
』
、
昭
和
三
六
年
九
月
、

岩
波
書
店
）
、
一
八
○
頁
。

『
小
町
草
紙
』
（
大
島
建
彦
氏
校
注
・
訳
日
本
古
典
文
学
全

集
3
6
『
御
伽
草
子
集
』
、
昭
和
四
九
年
九
月
、
小
学
館
）
、

一
一
七
一
一
一
八
頁
。

「
隅
田
川
」
（
横
道
萬
里
雄
・
表
章
氏
校
注
日
本
古
典
文
学

大
系
4
0
『
謡
曲
集
上
』
、
昭
和
三
五
年
一
二
月
、
岩
波
書

店
）
、
三
八
七
頁
。
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（
1
7
）

（
18
）

（19
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

『
徳
和
歌
後
万
載
集
』
（
杉
本
長
重
・
濱
田
義
一
郎
氏
校
注

日
本
古
典
文
学
大
系
5
7
『
川
柳
狂
歌
集
』
、
昭
和
三
三
年

一
二
月
、
岩
波
書
店
）
、
三
八
四
頁
。

兼
載
『
自
讃
歌
注
』
（
黒
川
昌
享
・
王
淑
英
氏
編
『
自
讃

歌
古
注
十
種
集
成
』
、
昭
和
六
二
年
九
月
、
桜
楓
社
）
、
三

三
六
頁
。

片
山
享
氏
翻
刻
『
新
古
今
抜
書
』
（
新
古
今
集
古
注
集
成

の
会
　
代
表
片
山
享
氏
編
『
新
古
今
集
古
注
集
成
中
世

古
注
編
1
』
、
一
九
九
七
年
二
月
、
笠
間
書
院
）
、
八
九
頁
。

片
山
享
氏
翻
刻
『
新
古
今
抜
書
抄
』
（
新
古
今
集
古
注
集

成
の
会
　
代
表
片
山
享
氏
編
『
新
古
今
集
古
注
集
成
中

世
古
注
編
1
』
、
一
九
九
七
年
二
月
、
笠
間
書
院
）
、
一
一

七
頁
。

黒
川
昌
享
氏
翻
刻
『
新
古
今
和
歌
集
抄
出
聞
書
』
（
新
古

今
集
古
注
集
成
の
会
　
代
表
片
山
享
氏
編
『
新
古
今
集

古
注
集
成
中
世
古
注
編
2
』
、
一
九
九
七
年
二
月
、
笠
間

書
院
）
、
九
〇
頁
。

後
藤
重
郎
・
高
橋
万
希
子
・
村
井
俊
司
氏
翻
刻
『
か
な
傍

注
本
新
古
今
和
歌
集
』
（
新
古
今
集
古
注
集
成
の
会
　
代

表
片
山
享
氏
編
『
新
古
今
集
古
注
集
成
中
世
古
注
編
3
』
、

一
九
九
七
年
二
月
、
笠
間
書
院
）
、
一
六
八
頁
。

藤
平
泉
・
安
井
重
雄
・
蒲
原
義
明
氏
翻
刻
『
八
代
集
抄
』

（
新
古
今
集
古
注
集
成
の
会
　
代
表
片
山
享
氏
編
『
新
古

今
集
古
注
集
成
近
世
旧
注
編
3
』
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
、

笠
間
書
院
）
、
三
一
一
頁
。

（
2
4
）
『
河
社
』
（
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
編
『
日
本
随
筆
大
成
』

　
　
第
二
期
1
3
、
昭
和
四
九
年
七
月
、
吉
川
弘
文
館
）
、
一
七

　
　
　
一
頁
。

（
2
5
）
石
川
泰
水
氏
翻
刻
『
美
濃
の
家
づ
と
』
（
新
古
今
集
古
注

　
　
集
成
の
会
　
代
表
片
山
享
氏
編
『
新
古
今
集
古
注
集
成

　
　
近
世
新
注
編
1
』
、
二
〇
〇
四
年
六
月
、
笠
間
書
院
）
、
三

　
　
　
一
六
頁
。

〔
付
記
〕
芦
田
耕
一
先
生
に
は
島
根
大
学
在
学
中
よ
り
懇
切
な
ご

　
　
指
導
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
）
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